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１．南阿蘇村複合施設ＬＯＯＰみなみあその概要

【ＬＯＯＰみなみあそについて】

□南阿蘇村複合施設ＬＯＯＰみなみあそは、令和３年４月に開館した複合施設
（２階に図書室、３階に子育て支援スペースを整備）

□管理運営の基本方針
（１）垣根のない学びの提供（子どもからお年寄りまでの交流の場）
（２）子育て支援の場づくり
（３）幅広い層への図書室の活用

□複合化する施設にについて

（１）図書室
施設規模 延床面積：717㎡
主な機能 図書室、自習室、読み聞かせスペース

（２）子育て支援センター
施設規模 延床面積：250㎡
主な機能 乳幼児から就学前のお子様が一緒に遊べる
親子の交流や育児の情報交流の場

（３）多目的ルーム（Ａ・Ｂ・Ｄ）
施設規模 延床面積：366㎡
主な機能 多目的ルームA・B・D
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２.「フリールームD」に係る使用料金案説明資料

施設名 利用開始 面積
（㎡）

使用料金（１時間当）

村内 村外
フリールームA 令和３年４月 205㎡ 800円 1,200円
フリールームD

（案） 令和7年●月 106㎡ 500円 800円

フリールームＡ
収容人数約100名

フリールームＤ
収容人数 約50名



使用料の算定について

（１）基本的な考え方
• 使用料は、次の３点から算定するものとします。
• ①統一的な使用料原価（１時間当たりあるいは１人当たりの金額）の算定
• ②受益者（利用者）の負担割合
• ③受益者負担の急激な増加を緩和する措置
• なお、基本的な算定式は次のとおりとします。
• 使用料＝使用料原価（①）×受益者負担割合（②）
• （２）使用料原価の算定
• 使用料原価の算定式は、以下のとおりとします。なお、経費は施設の維持管理、運営に
要した費用（資産取得に要した費用は対象外）及び資産の減価償却費の過去３年度の平
均値を、年間利用可能時間、稼働率及び年間利用者数は前年度の数値を用いることとし
ます。

• ①１時間当たりの使用料を算定する場合（会議室、調理室、体育館、グラウンドなど）
• 使用料原価＝経費×（貸出区分面積÷貸出区分総面積）÷年間利用可能時間÷稼働率
• ②１人当たりの使用料を算定する場合（プールなど）
• 使用料原価＝経費×（貸出区分面積÷貸出区分総面積）÷年間利用者数



令和３年度 令和４年度 令和５年度

支出額 3,326,012円 3,503,456円 3,525,741円

3年間の平均（A） 3,451,737円

◆「フリールームD」過去３年間の経費

※考え方：全体経費×（フリールームD面積÷施設の利用可能な延床面積）

◆使用料原価（1時間当たりの金額）

※考え方：フリールームDは前年実績がないため、実利用時間等フリールームA の値を参考にして算出
※使用料原価（F）＝3年間の平均経費（A ）×（面積（B）÷面積（B）合計）

面積
（B）＝合計

令和5年度開館状況 使用料原価

開館日数
年間利用
可能時間
（ｃ）

実利用時間
（D）

稼働率（E）
＝（D）/（c）

使用料
原価
（F）

稼働率
見込（H）
＝（F）/（E）

106㎡ 306日 2295時間 738時間 32.16％ 1,504円 4,677円



フリールームD使用料（案）
受益者負担割合 受益者負担割合

100％ 25％

使用料原価 稼働率見込み 使用料原価 稼働率見込み

1,504円 4,677円 376円 1,169円

施設名 フリールームD
（106㎡）

フリールームA
（205㎡）

村内 村外 村内 村外

フリールームD 500円 800円 800円 1,200円

稼働率を考慮した使用料原価は１時間当たり4,677円。公共的×選択的な公共施設であることを踏まえ25％程度の受益
者負担1,200円となるが、フリールームAの現使用料及び下記のフリールームDの利便性を考慮し、村内料金を１時間当た
り500円と算定した。
また、村外使用料は、今までの他施設の使用料改定に伴う割合を考慮して、村内料金の1.5倍により算定した。

①フリールームAの１回の利用人数は20名以下の割合が多く、冷暖房効率面も含め面積が半分のフリールームDの稼働率
が上がる見込みである。

②フリールームDは新たに改修した施設であり、今後椅子などの備品を整備する。
③フリールームDはフリールームAの約半分の面積であるが、①、②の理由により村内500円と算定した。

最終案


